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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 ６ 

令和 ６年 ８月２８日 

午前・午後 ５時２４分    

議会名 令和 6 年 第 5 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 2１ 番          春 山 敏 明 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１，令和元年東日本台風（台風第

19 号）被災より激甚化対策治水

工事後の秋山川「水辺の楽校」緑

地復旧復興について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２，都市計画道路「伊勢山赤坂

線」の鉄道立体交差と秋山川架

橋建設等について 

(1) 都市計画道路「伊勢山赤

坂線」の鉄道立体交差に

ついて 

 

 

 

 

① 秋山川流域の赤坂地区に令和元年東日本台風（台風

第 19号）被災前まで利活用されていた「水辺の楽

校」緑地の必要性に対する市の認識について伺う。 

 

② 「水辺の楽校」については県と市は認識を共有して

今日に至っているのか伺う。 

 

③ 令和元年東日本台風（台風第 19号）により荒廃した

「水辺の楽校」緑地の復旧をどう考えるのか伺う。 

 

④ 激甚災害被災による「秋山川赤坂緑地ドクターヘリ

のランデブーポイント」への現状復帰原則による復

旧の運用はいつになるのか伺いたい。 

 

 

 

 

① 都市計画道路の「伊勢山赤坂線」が東武鉄道佐野線

と交差する佐野市駅より館林方面へ約 200m地点での

鉄道交差問題はどのように調査研究が進められてき

たのか、その成果について伺いたい。 
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(2) 都市計画道路「伊勢山赤

坂線」の秋山川架橋建設

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 赤坂町東西を結ぶ唯一の

市道の交差点について 

 

② 都市計画道路「伊勢山赤坂線」の植野町部分は通学

路ですが、子どもを交通事故から守る安全対策の最

善策として求められる「歩道」の整備進捗について

伺います。 

 

① 昭和 38年に都市計画決定された都市計画道路伊勢山

赤坂線の「秋山川架橋建設」については、必ず実行

を踏まえてなのか伺います。 

 

② 秋山川には中橋の被災崩壊による架け替えが済み、

令和 7年には新大橋の完成も控え、赤坂町内の秋山

川東西を結ぶ唯一の橋が「赤坂鷹部屋橋」であり、

その「赤坂鷹部屋橋」と「海陸橋」の間には「もう

橋は架からないだろう」と言った考えがあるようで

すが、どうなのか伺います。 

 

③ 都市計画道路伊勢山赤坂線の秋山川架橋における右

岸側の予定地、(これを「架橋右岸予定地」と便宜上

言い換えます) が、この「架橋右岸予定地」の広さ

と取得額を伺います。 

 

① 赤坂町地内市道植野 13号線と市道 2級 102号線が交

わる交差点は、赤坂町の東西を結ぶ唯一の交差点で

あり、この交差点の危険度を減らすために西側の一

方の市道を直角に交差出来るように交差点を改良で

きないか伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


